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１.    目的  「水」をテーマとした ESD モデル単元・カリキュラム教材の開発  

ザンビアの多くの子どもたちにとって、安全な飲料水の確保や汚染水による伝染病の防止などは、生活の

質を高めるために避けて通ることのできない最重要事の一つであり、各学年の教科書にも記載されている。

が、授業は教師による一方的な講義形式がほとんどで、実験用具の欠如により、実験が行われることは尐

ない。そこで、現地でも容易に入手できるものを使った実験を組み込むとともに、ゲームを楽しみながら生

徒同士が討議できる、つまり学習者中心の教材を開発し，指導法をも明記したハンドブックを作成する。 

2.   活動  

対象地域 ザンビアルサカ市 

 （１） ザンビアにおける基礎調査 

  ① 「水」環境の現況調査 

  ② 理科・社会科の教科書および指導書などの収集 

 （２） ザンビアにおける ESD に関する調査 

  ① ザンビア教育行政官への聞き取り調査 

  ② 小学校教員への聞き取り調査 

 （3） ザンビアにおけるカウンターパート（教育行政官および小学校教員各２名）の決定 

  ① ルサカ市教育行政官      １名 

  ② カリキュラム開発センター   １名 

  ③ パイロット校（Old Kabanana Basic School, New Kanyama Basic School）の教員 各１名 

 （4） 日本におけるザンビア C/P の ESD に関する研修 

  ① 日本の小学校における ESD 授業の観察および授業研究会 

  ② 札幌市理科センター、釧路遊学館などの見学 

 （5） ザンビアの小学校における ESD関連科目の授業観察、および授業研究会 

 （6） 日本とザンビアの恊働による ESD モデル単元教材の開発 

３.     成果  

（１） 期待する成果 

 ① 開発された ESD教材がザンビアのパイロット校での実践を通じて，改善される。  

 ② 日本側とザンビア側の恊働による教材開発のプロセスで，ESD に対する理解が深められる。 

 ③ 開発された『ESD教材指導法ハンドブック』がザンビアの現職教員研修で活用される。 

（２） 成果物 

   『ESD モデル単元教材指導法ハンドブック』（英文および日本文） 
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